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平成 30 年３月期通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

平成 29 年 11 月 27 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました平成 30 年３月期通期（平成 29 年

４月１日～平成 30 年３月 31 日）の業績予想数値と本日公表の実績値について、差異が生じましたので下記のとおりお知

らせいたします。 

記 

 

１．平成 30 年３月期通期業績予想数値と実績値との差異（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

（連結業績） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回予想（Ａ） 16,000 600 570 520 528.56 

今回実績（Ｂ） 15,295 487 490 367 373.77 

増減額（Ｂ－Ａ） △704 △112 △79 △152  

増 減 率（％） △4.4 △18.8 △14.0 △29.3  

(ご参考）前期実績 
(平成 29 年３月期） 14,817 537 520 208 211.56 

 

（個別業績） 

 
売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回予想（Ａ） 13,200 350 380 386.26 

今回実績（Ｂ） 11,673 210 177 180.38 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,526 △139 △202  

増 減 率（％） △11.6 △39.8 △53.3  

(ご参考）前期実績 
(平成 29 年３月期） 11,769 113 △62 △63.37 

 

※当社は、平成 29 年 10 月１日付で普通株式 10 株につき１株の割合で株式併合を行ったため、１株当たり当期純利益

につきましては、前連結会計年度または前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。 

 

２．差異の理由 

   工事量の増大や人手不足を主要因として、関東圏では総じて工程などの遅れが生じている中、予定していた東京オ

リンピック関連施設や民間大型プロジェクト向け建築用コンクリート二次製品の出荷の大半が次期へずれ込んだこと

や、平成 28 年熊本地震により被災した熊本県下の復旧・復興工事におきましても、人手不足などによる工事入札の

不調・不落が続き、予想以上に工事遅延が継続している状況を受け、土木用コンクリート二次製品の出荷が伸び悩ん

だことなどにより、売上・利益ともに前回発表の業績予想値を下回る結果となりました。 

なお、期末配当予想につきましては、平成 29 年５月 29 日付の「株式併合に伴う配当予想の修正に関するお知ら

せ」にて公表いたしました予想値の１株当たり 50 円に変更ありません。 

 

   以  上 


